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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形成機転の解明に鷹要額役割を瀧じているo桑こで療

　　　　　　緒　　言　　　　　　　　　　　　　　　は家兎にW．Reppeにより測製され代用血L漿剤とし

　腎尿細管，殊に主部1’；皮胞材二内にEosinで淡染し，　　て刑いられ，毒磁物栄的騒質として輿惚螢肉を凡ゆゐ

Weigert氏線維素染色で濃脊紫色に染る滴状顯粒が　　点で代用する高分子膠質幣液Polyvinylpyrvlidone

出現し・時には該胞体を殆んど充誰竜するが如き病変の　　　を過剰投厚し，尿細轡腔内に多鋤の螢白を排澱せしめ

あることは衆知のところであつて・古くから硝子滴変　　　て尿細管．ヒ皮に所調硝予滴変憾1を起し，一方には獣蒐

性と称せられて来ている。　　　　　　　　　　　　　　にCO吸人を行って組織細胞を乏酸累状態に陥らしめ

　然し硝子滴変性の本態については，種々相反する学　　　て，全じく尿細管上皮に硝子滴変性を弗生せしめこれ

説が1暢えられてきていて，今日と錐も尚従来硝子滴変　　　を普通光学顕微鏡と，盤子顕微鏡を用い主として糸粒

性と呼ばれて来た変化のすべてを明確に脱朋すること　　　体の変化に淀臼して硝予滴の形成機紙を検討し，翼に

は不可能である。　　　　　　　　　　　　　　　　　硝子滴獅性の成閣乃簗発生機序について比較考察し

　尿細管上皮の所謂硝子滴変性における硝子滴物の出　　　た。

現機序に関しては，変性なる用語が示す本来の意味で

ある該細胞機能障害に由来する退行性病変と癬して，　　　　　　　　実験動物及び実験方法

或は排泄説なる見解が示されて来たのに対し，近時尿　　　　実験動物としては，体難2k9荊后の雄成熟家兎を使

細管上皮の再吸収機転，例えばAthrOCytos｛sなる高　　　用し，食餌は主として卯の花を用い一定の鰍こ入れて

分子蛋白の吸収機構及び排泄過程が解明されると共に　　約一週間飼育し，周囲の環境に慣らした後突験に供

硝子滴変性が蛋白再吸収｛象にほかならない，いわば尿　　　した。実験は次の如く，T）対照群，　II）P・V，　P・投与

1細管上皮の機能像であるとする考え方が臨床及び諸蛋　　　群，III）CO吸入群の群に分類して行つた。対照群と

白投膜験成績から提囑されて来ている・　　　　しては無蠣の家兎を用い，P、，v・P・ew－9t群は臨床的

　しかして硝子滴状物の発現機序と相待ち，硝子滴の　　　に血漿代用剤として用いられるP．V，　P．（Polyvinyレ

形成機転に関する見解もけつしてeeptではなく，就　　　pyrolidone，杏林製薬）を体竃1kgあたり2。59を1回

中，糸粒体がその形成機転に直接関与するか否かによ　　　耳静脈より注入し。コ0日，20N，及び30日后に屠殺

り論議は2分されている。　　　　　　　　　　　　　して爽験に供した。本実験に用いたP．V．P．は分子燈

　近時電子顕微鏡の登場は，尿細管上皮の超微細構造　　　40000，7％のもので日常臨床的に代用in［漿剤として用

を漸次明らかにすると共に，その機能との関連におい　　　いられているものである。CO吸入群は本学衛生学教

て長足の進歩を遂げ，ひいては硝子滴の出現機序及び　　　室のCO吸入叢置①を使用し，　O・3％COを毎日3時
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間ずつ連続吸入せしめ10日・20・Fl，及び3・口盾に屠　t。・yli・絶1林）で綱包｝。恰かも轟灘鰍ていた

殺し撒鰍した・欄したll職髄かに1Q％F・一一　攻【1く親献もapと叛馳る．・のlsxの間1撚・・

「malin・Regaud氏液等に燐1定し，凍結切片及び　　mμを示し，尿細管上皮細胞内に吸収された水溶性の

P・r・ffi・包」！脈3！の連漁糊腰f’Fり，　S・d・・Ilr，　物働この10mμ姉する2重膜の間に出さt、，これ

｝la・m・t。xylin－E・si・・PAS（L’ille）染色，　H。id・n一　頗に聯ll管獄｝1莫を1醐し，1頒にあ屍系II1輔・の

hain氏鉄HaematOXyliロ染色，　Weigert氏線維素染　　　方え卿1又されて行くものであり，この閻の＝一ネルギー

色等を行った。綱子顕微鏡材料は1濫殺1爵直ちに穴きさ　　　は恐らく糸粒体より供給されていると現在考えられて

1～2mm：｝の小組織片とし，これをPH　7。40に調製し　　　いる。

た2％OSO感液（使用直前に2％OSO，iとAcetat－一　　　　　　皿）P．　V．P，投与群

Ve「onal緩衝液とを等量に混和）に投入し氷窒内で2　　　　　1）　P，V。P．投与后10日群

ll寺閥固矩しt，氷洗后漸次Ethanolの濃度を高めて　　　　尿細管主部の細胞書1㊧潴に対称群に比し不整となり，

脱水し・Methacry1樹II旨（・－Butylmethacry1・t・・　尿細撚の不規貝11ttk拡張、」波の軽1筐の剛酬見られ

Methyl　Met：hacrylate＃＝7：3）にて包埋した。薄切　　　る。核はや工大きさを増し暗調な示す。糸球体係蹄壁

にはJUM・4型ultra・－microtome（glass　knife使　　　の浮腫｝伏膨化，細胞核の腫大，　Bowrnaz｛氏醗壁も浮

用）にて30mμ厚の切片とし，口立H・U9型電子媚〔　　腫状を示している。尿細管殊に主部上ノ虻遊離縁にあた

微鏡で観樂すると典に・加速電lil三75kvで写↓「〔撮影を　　　かもM　ti　．1二状にPAS陽性4勿の増力llがあり，］54胞体内に

行つた・　　　　　　　　　　　et　F…1・に淡染しW・ig・・戚繍f燦染色（騨13，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14）で濃こ断紫色なとるプζきさ略々51z簿の潴i状願粒，即

　　　　　　実験成績　　　　　　馴糊が見e，、　S・・tる。これV・1・．kく鵬と尿継i紬部の

　　　1）対照禅　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかも管膝寄りに出現して1吾り，一つのネフロソをと

　H－E染色，PAS染色及びWeigert氏線維素染色で　　ってみれば，糸隙体に近い部fウ：ほど多数の硝子滴が翻

は，糸球体及び尿細管を通じて，細胞構造は判然とし　　　められるのであるが，それに隣接した他のネフロソの

ており境界明瞭で，膨化，餐縮等1叡見られず，脂肪・　　　房繍日管上皮には必ずしも硝子滴の出現を見ない揚合も

糖原の沈蕾もなく，硝子滴の存在も認めない。核にも　　　ある。Sudan　III鞭色で脂肪は認められない。

病変は見ら漁い・　　　　　　　　　H・ide・h・i・鰍H・・m・嫉yli・艶では（図1），
　Heidenhain氏鉄Haematoxylin染色の尿細管上　　　主部．1；皮荊il胞は部分的に容積を増し，細胞質ri：1に殆ん

皮所見は・維体はすべて繊縞＊MI；状で大きさ賜ん　ど染鯉kを示麟い灘1水様性部分の増力i｝h：ある。糸

ど剛定し，細胞の蕪底部に並列して存在し・恰かも細　　　糟体は紺照群に比し1挙1渡に腫大し，数を増し短い棒状

胞膜に向い蜘離生えている観艦し，t’形・駄　　乃粥「il形を示し変ヲ幽しく，膿染している状齢こ

大小不同は認められない。　　　　　　　　　　　　　　　ある。

　電子顕微鏡所見では写真1，2に示す如く，糸粒　　　　電『F顕微鏡所見で｝よ（野真3，4），対照群に比し糸

体脚1胞質内に髄にあり・紡錘状・・1・球状を示して　粒体雌創酌に数を増し磁形に1献したり，又1舳

いるが・写真の如棚瞭に2黄E膜で囲まれ・そ卿に　したりしている．baSal　ce11・…では燃症㈱膨化

・「istae　mit・ch・nd・i・1・・と呼ぶ2麟造を示し・嬬　蹴厩互に棚数齢して大翫塊状を示泳り，

構造は諦ら2・ない・P・a・・⑨ウよ尿騰髄を・pi・・1　期裂糖示す脆ある．疏で鵬んど糸粒体の存

cell　zone・int「a「neCliate　cell　zone・basal　cell　zone　　在が少いintramediate　cell　zoneにも糸粒体は認め

の3っに区分しており・intramediate　cell　zoneに　　　られ，胞体内に略々均等に存在する。糸粒体の内部構

は通常糸粒体は少いか又は殆んどないと述ているが，　　　造は写真の如くcristae　mitochondrialesを消失して

余の対照群においてもその様な傾向が認められる。又　　いるものが殆んどで，糸粒体襲質の不均等淡明化が見

・ndeplasmi・reti・・1・m・P・1・d・騨もあまり著明　られ，54一つの糸粒体において一部分ヵ俳常に電子密

には見られない。尿細管上皮tuan包の壷賦都には糸粒体　度の高い所があつて，恰かも糸粒体の内部に黒く見え

を闘んでいる紐状の物が存在しているが，これをよく　　　る物質が沈着しているが如き外観を示すものもあり，

見ると2重膜鮪しており・・れはPea・e②滴木③　更に瞭椰雑が歪肝徽の齢黒噸雛して見

の呼ぶ基底部細胞膜嵌入（basal　intussuscePtion）で　　　えるものもある。又この暗G・無構造の糸粒体と，全く

あって糸粒体と密接な関係にあり，これらを一緒にし　　　空胞状に変化している糸粒休が混在又は移行している

たものが，光学顕微鏡（Heidenhain氏鉄Haema一　　のがわかる。これらの糸粒体に出現乃難沈藩した黒い
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物質がWeigert氏線維素染色で陽性に見られた所謂硝　　　P．V，P．投与1藷10日齢20　r1群に云ヒし変化ば博しく

子滴にあたるものとみなされる。これらの穎粒は位畷　　軽くなる。川晦尿細管上ノ鰯棚［r購湘測1ヒ較的判然とし

的には主としてintramediate　cell　zoneよりa、　pical　　て来て，腫飛も少くなり境界も明瞭と魔ってくる。脂

cell・。neに渡り一部はbasal　cell　z・1・eに存在して　i】フ∫，1死糠の沈1；臆認め’t，nい。1：鰍明るくIKII吻ご示し蛮

いる。核は対照群に比し変形性で，核基質の微細願粒　　）正多等は兇られ加くなつてし・るn硝子滴（fイノこ↓’．Ll117）｝；L殆

状の変化が認められる。endoplasmic　reticulum，　　　んど認められなくなり，｛・！t｛かに2～3のネフロソにお

Palade穎粒も対照群に比し増加している。　　　　　　　ける尿細管：k部上1契にしか存強せず・形態幡著しく小

　　2）P，V．P，投与后20　Fl群　　　　　　　　　　　　さい球形で，胞体のiiヒ較的管腔より｝こ点々として存：在

　対照群にくらべれぽ細胞構造は判然とせず不整であ　　　しているにしか渦謹ない。糸球体係蹄の膨化，細胞核

るが，全体的に見てP．V．　P。投与后10日群に比しかえ　　　の頗大1　Bowma11氏製壁の瀞llnは減少している。

つて変化は軽く，比較的対照群に近い組織像を羅す　　　　Hβidenhain氏鉄Haematoxylin染色（図3）で

る，即ち，尿細管腔の撚張は比較白弱野く，上皮細胞は　　　は膿糸踏脊7上皮は殆んど対照群に比し鷹形靴総めない軽

高さ，穴きさ等不整で特に主部尿細燃；におけるその　　饗規則正しく，糸粒体冠i又1瞳大，変形，大小不同線が

遊離縁は複雑な線を示しb玉讐腔内澗を形成してい　　殆んどなく，圧常に比較的近いものが誌められ為。唯

る。尿細管上皮の核は一般に噺凋を暦｝びる。Eoslnに　　　特異的敦に嚇は磐しく糸粧体が数な増し　染色性力～隔度

淡染，PAS陽性，　Weigert氏線維素染色（堺奥15，　　　になつていることであつて細ll似1弊底膜にそつて糖に舵

16）により濃青紫色を示す硝子滴の禺現1象は｝P・V・　　んでいる。

P・投与后10日群に比し金体として少くなり，硝子滴を　　　　尿細管主部．ヒ皮の聡子顕微鏡所兇（1學：翼7）で｝鶴

認めるネフロソは全ネフロソのおよそ％位であつて，　　　P．V。　P、投与后20　FI群に上ヒL，　encloplasmic　reticulum，

また糸球体により近い霊として童部尿細管上皮にのみ　　　Palade顯粒の薪しい増加1が特異的贋見である。糸粒

認められ，上皮の管腔よりに位瞬するaなほ硝子滴は　　体はP．V．P設与盾2〔順群に比しその数究増していゐ。

P・　V・P．投与盾10日群に比し数は少く球形を示してい　　　形態も不整化，腫火膨化も軽度となり，特にbaSal

るが大きさがやx小型に見える。糸球体係蹄壁の膨　　　cell　zoneの糸粒体は，や覇藁大性に認められるが比

化，細胞核の腫九B・wman氏嚢の浮月礁も比較的軽　繊棚謂正鼎こ近い形態を示す。・pical　ccl．1　z。neの

くなつている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糸粒体はbasa正cell　zoneの糸粒体に比し，腫大膨

　Heidenhain氏鉄Haematoxylin染色では（図2），　　化不整が目立ち，類球形で勉子轡度の高く黒い物質沈

細胞容程｛は対照群にくらべれぽまだ増しているが，　　　蒲を示しているものも認められるが，その数ほP・V．

P．V．P．投与盾10日群に比せばその程度は軽くなつて　　P，投与后20日群に比し巌かに少く，光学顕微鏡的に

いる。糸粒体の齎見も所々に腫大，変形した像を示す　　硝子滴が減少しているのとよく符畢する。糸粒体の内

ものと，比較的正常に近い所見を示すものとが混在し　　部構造は，礪子織度の高し・糸粒体を除けば，繋質は比

ており，濃染している糸粒体が多く又対照群に比しそ　　　較的均等になりつXある如くで糸粒体膜も判然として

の長さが短く，桿棒状のものが多い。企体として胞体　　　きている。然しcristae　mitOchondrialesは不明瞭

は暗調である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　である。　　　　　　　　’

　尿細管主部上皮の電子顕微鏡所見（写真5，6）で　　　　　　瓢DCO吸入群

は，P・V・P・投与后1G日群に比し糸粒体の数が減少し　　　　1）CO吸入100群

ており，形態的にも癒合像はなく不整膨化，魎大も軽　　　　尿細管上皮は対照群に比して，磐しく腫大して殆ん

度になつて来ている。糸粒体の内部構造を見ると，基　　　ど管腔を失い特にPAS染色では全体1噺調に見え所謂

質全体が一様に高い電子密度を示すものは比較的少　　　欄濁腫脹の像を示す。核はやX大きさを増し，明るい

く，基質は平等に糸粒体内を形成しており，P・V・P・　　もの，暗いもの等が混在しているが，著変はない。糸

投与后le日群に見られた如き，糸粒体内の空胞状化は　　　球体はBowman氏嚢には特セこ変化を認めない。硝子

認められない。しかし電子密度の高い黒く見える物　　滴（写真18）の｝：｝侃練は2，3，のネフロンの然も比

質の繊現乃至沈着を示す糸粒体は，なおかなり存在，し　　較的遠位尿細管の方により多く見られ，又大きさは小

ている。核はその基質が箸しく籾儲化している。又　　さく数も少く，形も砕片状を示し，特に胞体の管腔よ

endoplasmic　reticulum，　Palade穎粒の増加も目立　　　りに位概するとは限らず，不規則彌慢性に存在する。

つている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．V．P．投与群における硝子滴が殆んど近位尿細管に．

　　3）P．　V　．P．投与后30日群　　　　　　　　　　　　限局し，胞体管腔よりに位置して正球形を示し又実験
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初期にすでに多量に出現し，実験日数のたつにつれて　　　20）の｝二h現は璽に著しく認められるが，P．　V，　P，投与

減少するのとかなり趣を異にする。　　　　　　　　　　　盾10日群に比せば数は少い。然し硝子滴は全ネフPtソ

　Heidenhain氏鉄Haematoxylin染色（図4）で　　　に見られ濃染し，球形，摺円形を示しつx，むしろそ

は，尿細管上皮の糸粒体は配列がmp　X乱れ膨化して太　　　の出現部偉が遠僚尿糸ill管に著しく，又細胞基底都に位

くなれるもの，短い桿棒状のもの等が入り乱れて，変　　　雌していることがP．V．P，投与群に比レ1寺徴的であ

形，大小不同が著しい。数も対照群に比し減じ，全体　　　る。

的に見て濃染しているものが多い。　　　　　　　　　　　　Heidenhain氏鉄Haematoxylin染色（図6）で

　電子顕微鏡所見では（写真8），対照群に比し尿細　　　は，細胞体は亙1に暗調となり，糸粒体は著しく数を減

管上皮の糸粒体の増加は認められないが，腫大膨化は　　　じ，変形強く，球形，楕円形の糸粒体の存在が著し

特徴的である。Palade願粒，　endoplasmic　reticulum　　　い。

は対照群に比し増加している。糸粒体の内部構造を見　　　　電子顕微鏡所見（写爽U，12）では，糸粒体のより

ると，cristae　mitechondrialesの醗列は乱れ』i蜂tは　　　著しい減少と，　CO吸入20日群に比して糸粒体の婆縮

粗髄の部分と竃子密度の高い物質でもつて占めている　　を示すことが特徴的である。写輿に示す如く糸粒体は

ことは少ない。そして光学顕微鏡的に認められた硝子　　　系m長く饗縮性で，1餌曲を示すものもある。又糸粒体茶

滴が恐らく魍子密度の高い糸粒体内願粒状物質をこあた　　　質の均質濃縮性の即ち，魁子轡度の高い糸粒体も翼に

るP・V・P．投与群に比し，小さいのはこの為と考えら　　　数を増し，光学顕微鏡的に硝子滴の増加とよく符合す

れる。核は講質が粗雛の傾向を示す。　　　　　　　　　　る。糸粒体の内部構造を見ればP塾質は糧火願粒多く

　　2）　CO吸入20日群　　　’　　　　　　　　　　　cristae　m1tochondrialesは勿論見られず，糸粒体膜

　尿細管上皮細胞の腫膿，膨化は更に著明となり尿細　　　は所々崩解したり断裂を示す。核は基質金体が願粒状

管腔の凹凸不平が著しい。細胞核はや蕊火きくなり，　　　を示している。endoplas　mic　reticulum，　Palade願

明暗調が入り乱れている。糸球体係蹄は膨化して不整　　．粒の著しい増加も目立つ所見である。

形となり赤血球に窟む。硝子滴（写鎮19）はCO吸入

・0購砒しより多く出肌，V・L，i．Llのネフ・ソの螂　　　　考按

尿細管に限らず，遺位尿細管上皮にも認められ，大き　　　　Polyvinylpyrolidone（P・V・P・）は1940年W・

さも数も増し，球形を示し染色性も強慶となつてい　　　RepPeにより創製されG・Hesse，　H・Hecht等によ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り代用耐誕剤として使用さ；h．｝次の構造を示す鎖状

　Heidenhain氏鉄Haematoxylin染色（図5）で　　　　　　　　　　　　　　電合体であつて，非生物

　　掌的膠質として輿憾蛋白を

　　凡ゆる点で代用する所の高分

　　子膠質溶液である。P．V．P．

x投城は臨床的には7％分
　電子顕微鏡所見（写真9，10）では，CO吸入10日群　　　　　　　　　　　　　子盤が2SOOO・一・・40eOOのものを

に比し，尿細管上皮の糸粒体は減少し，Palade穎粒　　　1回200～500ccを使用しているのであるが，日笠④

endoplasmic　retlculumの増加が認められる。糸粒　　　の象兎実験によれぽ29／k9を越えうと過剰投与とい

体の腫大膨化は更に増強し類球形，楕円形のものが多　　　つてよいと述べているが余の爽験では分丁・蚤40000，7

い。糸粒体の内部構造はcristae　mltochondriales　　％のものを2，59／kg投与したことになる。

は全く認められず，電子密度の高い基質を有する糸粒　　　　今このP．V，　P，を過剰に投与する暗は余の実験に示’

体の増加が目立ち，これは明らかにCO吸入10日群に　　　された如く腎尿細管上皮胞体内にWelgert氏線維累染

比し多く，光学顕微鏡で硝予滴の増加と一致する。糸　　　色で濃青紫色に染る従来硝子滴と呼ばれている微細滴

粒体膜は殆んどよく認められず，中には崩解している．　状物の出現をみる回　　1

ものもある。核は基質の粗織性が更に高度となつて来　　　　一方CO吸入に際しても又腎尿細管上皮胞体内にも

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やはりWeiger眠線維素染色で濃青紫色に染る従来硝

　　3）CO吸入30目群　　　　　　　　　　　　　　　子滴と呼ばれて来たものと区別のつかない微細滴状物

　尿細管上皮の腫大は更に増強し，核も又濃縮を示し　　　の嵐現をみることは余の実験成績の証明しているとこ

暗調で大小さまざまの配列が見られる。糸球体係蹄の　　　ろである。

膨化は強くなり不整化も高度となる。硝子滴（写真　　　　そこでP．V．　P．投与及びCO吸入実験に際し尿細管
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上皮に出現した硝子滴状物の成因についてX・あるが，　　　取現象）あるいわ，athrocytosisの形成で尿郵ll購ゴ上

従来腎尿細管上皮の所調硝子滴変性と呼ばオして来たも　　皮内に摂取せられると述べているが，余の突験成纏に

のx形成機転に関しては，種々論謙があるが硝子滴が　　　おいても対照群ではintramediate　cell　zoneには糸

該細胞の糸粒体によつて形成されるという考えと，糸　　　粒体の存在は殆んどないが，P・V・P・投与后10｝1群な

粒体は少，くとも硝子滴形成に慮接関与しないとする2　　　みるとbaSal　cell　z（，neに胴ける糸粗体の増加と共

つの説に木別出来るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　に，intramediate　cell　ZOIIe，　apical　Ce！！Zoileに硝

一．H｛ibbe「⑥はP・V・P・投与実験セこおいて認められた　　　子滴をもつた牽粒体が多数に見られ，　Pease②の報告

腎尿細管上皮における硝子滴出現機転に対して，糸粒　　　と全様な傾向が認められる。又硝子滴を形成している

体の変化は充分に羅めているが，これは投与された　　　糸粒体と空胞化した糸粒体と2種類が見賜Lるが，これ

P．V，P，を糸粒体が摂り入れた為に趙つた変化ではな　　　をRδuiller⑰は1il∫潟の兼粗体は吸収に直接関係ある

く，P。V。P、を細胞質内に取入れるぺく働いた為に起　　　搬粒体であ軌後蔚剛吸収に伴う糾1‘体の二次的な鋤

つた変化と，1　＄［ll胞内外の滲透圧の変化の為に盤じた　　　化であると述ている。糸粒体の内部に形成された硝子

ものであり，硝子滴は胞体内｝こ摂り入れられた物質の　　　摘の変蕊はWei鰐ert民線維索盲1鞄色，1“leiden1）ain疑鋏

集合体であると述べている．A　AIIen⑥も硝子滴変惟は　　　Haematoxylin染色にょれば，　P、V。P，投夢庸10H

尿細管腔内の滲透圧の増加の結果発現するもので糸糧　　　群，20群日，301i1群とり‘験「1数び）経渦に従い硝r滴の

体は関与しないとしておりDavies⑦，　Altman⑨，　　　数が減少し微細化の傾向を示す。　P・V・P・は投射醤1〔｝

Miller⑨舗P．　V，鍛機験セこおいて，これが摂取　晒盾を朧轍的剛・外へ捌・燃櫛と礁④は述

に糸粒体は関係しないと紬論している。、以上要するに　　　べているが，余の成績においても10日群を照点として

糸粒体が硝刊彬成に関与しないことな示している。　下り坂を示している。畑画誠犬に配磁か囎

　一方01iver⑩はathrOCytosisについて糸粒体が羅　　　たヘモグwビンを静注し，　i｝警尿細管上皮における栂吸

要な役割を果すものと考え，硝子滴が多くなればなる　　　収に関する実験において，糸粒体が関艇すると述べそ

程糸粒体に変化が見られることから，糸粒体が硝子滴　　　の吸収機序に関して先ず没与物質が上皮胞体内Fこ取り

形成に関与することを述ており，Rhodin⑪，　Gansler　　入れられ，　Palade願粒を径てendoPlasmic　retfcu一

⑫は卵白アルブミンをマウス腹腔内に注射し，腎上皮　　Iumに入りこれを径て糸粒体内に摂取され，　osrno一

細胞に現れた硝子滴は電子密度め高い均質な螢白物質　　　philicな物質の沈驚として謝められ・更にこの逆の経

の糸粒体への沈藩により遡ると報告・しており，Zollin一　　渦な経て組胞質から細胞裁底膜面の細胞質を通り排泄

ge「⑲，　Rttttiman⑭，　Trtinker⑯，坂口等⑯も企様　　　されると考察している。　Pa】ade願紋鳳Palade⑲に」：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aに糸粒体が硝子摘形成に直接関与すると述ぺている。　　　り命名された細胞質の基質中に存する約200A縄の穎

　余は光学顕微鏡所見に更に電子顕微鏡的観察を加　　　粒であつて，R．N・A．を瑚度に含み細胞質の塊麟好

えて，硝子滴物質の形成機転を検討した。そこで余の　　性に直接関与すると言われており・JN　endoplasrnie

P，V．　P。投与群における成績は，投与盾10日群では　　reticulurnは細1胞質内の蚤白禽成に蜜接な関係を有す

光学顕微鏡的に著明な硝子滴の繊現を諏め，細胞は腫　　　るものであるとされているが，余のP・V・P投与爽験

大して所謂蛋白様変性像を示し，Heidenhain氏鉄　　群において，20同群，30日群と漸進的に硝子滴力：減少

Haematoxylia染色で糸粒体は高度に腫大変形し，そ　　　するに従いPalade穎粒・e皿doPlasmic　reticulum

の発現位鷹，形，大きさ等からWeigertEk線維素染色　　　はかえつて増加の傾向を示す。しかもP・V・P・は大

で認められる硝子滴とよく一v一致するものsあることが　　　島⑱の報告と全様に．高分子膠質溶液であるので傘の

わかる。これを電子顕微鏡的に見れば，apical　ce11　　所見も硝子滴の糸粒体内よりの排泄に際しPalade穎

zoneよりintramediate　ce1120neに存在する糸粒　　　粒，　endoplasmic　reticulum力欄与していることを

体は腫大しQsmophilicで電子密度の高く黒い物質乃　　　物語るものと思われる。又CO群においては爽験臼数

籔は該物質で全く充満されている。そしてこれ等は又　　　のかさむにっれ硝子滴の増加を示すが，それと共にや

Weigert氏線維素染色，　Heidenhain氏鉄Haema一　　はりPalade顯粒、　endoPlasmic　reticulumの増加

tOXylin染色にみられる硝子滴と同～物で，即ち硝子　　層が見られるのであるが，この場合には，　Palade穎粒，

滴が糸粒体内に摂取乃至生成されたosmophilicな物　　endoplesmic　reticulumヵミ硝子滴物質の糸粒体内摂取

質から形成されていくものと考えたい。Pease②は　　　に一役を演じているように見える。

apical　cell　zoneにおいては尿細管中の水，各種イ　　　　ー－tii　co吸入によっても5ζ腎尿細管上皮胞体内にや

オソ，高分子物質は，Pynocytosis（水及び電解質摂　　　はりWeigert氏線維素染色で濃青紫色に染る従来硝子
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Heidenhai臣n氏鉄Haematoxylin染色によれる腎尿細管上皮細胞の図
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図1，　　P．V．P．投与后10日群　　　　　　　　　　　図4，　　　　CO吸入10日群
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図2・　P・V・P・投与后20日群　　　　　　　図5。　　　CO吸入20日群
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図3・　　P・V・P・投与后30日群　　　　　　　　　　　図，6　，　　　　CO吸入30日群
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写真1．　×5500．対照群

’．論　・　。、∫覧・し　酵廼監羅一tt．・・li・」毒撮
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1　麗　漂濡禦騒・．蟹騨羅　騨蟻
論類：騨鱗勲’整’，繭・鯉．1鶴
　　　写真　2．　　　x55り0．　対　照　群

写真　】，2．説明　　糸粒体はbasal　cell　zoneに豊富セこあり，intramediate，　apical　cell　zone

　　には殆んどない。形は紡錘状，小球状を示し，cristae　mitochondriales，　basal　intussusce－

　ptionの発達もよい。　Palade願粒，　endoplasmic　reticulumは著明でない。
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写真　3．　　　　x2500　　P．V．P．投与后10日群

写真　4．　　　　x6500　　P。V．P．投与后10日群

写真　3．4．説明　　糸粒体は数を増し，intramediate，　apical　cell　zoneに黒い物質（硝子
　　滴）の沈着した糸粒体が沢山認められる。糸粒体は腫大，膨化，癒合しているものもあり，又基

　　質が空胞化しているものもある。Palade穎粒，　endoplasmic　reticulumも増加している。
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璽藍鞭蟻・璽酬課螂P「鰯『藤璽
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　　　写真　5．　　　x2500　　P、V．P，投与后20日群

写真6．　　　×6000　P・V・P．投与后20日群

写真　5，6．説明　　糸粒体の腫大膨化は軽度となる。電子密度の高く黒い物質（硝子滴）の沈

　着した糸粒体は尚存在する。Palade穎粒，　endoplasmic　reticulumの増加も著明。
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写真　7・　　　x2500　　P．V．P．投与后30日祥

写真　8．　　　　x2500　　CO吸入10日群

写真　7．説明　　Palade穎粒，　endoplasmic　reticulumの増加が著明。糸粒体の形態は比較
　　的正常に近くなつている。然し基質に二は黒い物質（硝子滴）の沈着を示す糸粒体も存在するQ

写真8．説明　　対照群に比し糸粒体の増加は認められないが，腫大，膨化が著しい。所々黒
　　い物質（硝子滴）の糸粒体内沈着がみられるが数は少い。
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写真9．　　x2500　CO吸入20日群
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写真　9．10・説明　　糸粒体は減少し，腫大，膨化が認められ，黒い物質（硝子滴）を体内に
　入れている糸粒体の増加が見られる。Palade穎粒，　endoplasmic　reticu1umの増加が見ら

　れるQ
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　　　写真11．　　×2500　CO吸入30日群

　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
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灘総纏獅一却馨勲．開，擁藝・

　　　写真12・　　×5500　CO吸入30日群

写真　1112．説明　　糸粒体の減少と，Palade穎粒，　endoplasmic　reticulumの著しい増加
　が特微的である。糸粒体は萎縮，屈曲性で，糸粒体膜の断裂崩解を示すものもある。小さい滴
　状の黒い物質（硝子滴）の糸粒体内沈着の増加も見られる。
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写真13．　　x400

P．V．P．投与后10日群
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写真16．　　×900

写真17．説明

　Weigert氏線維素染色

　部分的に尚硝子滴の沈着

　を認める。

　写真　17．　　　x400

P・V・P・投与后30日群

写真18．説明

　Weigert氏線維素染色

　遠位尿細管基底膜寄り

　に，少数ながら硝子滴を

　みる。

写真18．　　×400

CO吸入10日群
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写真19．説明

　Weigert氏線維素染色

　遠位尿細管の著明な腫脹

　とそこに出現している硝

　子滴の増加が著明で，し

　かも基底膜寄りに位置し

　ている。

　写真19．　　×CJOO

CO吸入20日群

写真20．説明

　Weigert氏線維素染色

　腫脹の更に増加した遠位

　尿細管と，その基底膜寄

　りに認められる硝子滴の

　増加が見られる。

写真20．　　×400

CO吸入30日群
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滴と呼ばれてきたものと区別のつかない微細滴状物　　　与群においては，硝子滴の発現は尿細管鍵部上皮の管

のUl覗をみることは余の実験成績の証明していると　　　腔寄りの部1立に認められ，54一つのネフロンをとつて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　ころである。さてCOはHaemogl（⊃binに対して02　　みると，糸球体に近い部分程強い硝子滴の出現をみる

の310倍の親和力を有し⑳⑳例えば0．1％の吸入により　　こと，又或る尿細管に薯しい硝子滴が出現しても，そ

Haernoglobinの65％はCOHbに変化して組織に対し　　　れに隣接した他のネフロンに属する尿細管上皮には，

酸素伝達障鴇を起し，細織の乏酸索症を惹趨せしむる　　　必ずしも病変を伴はないこと鰹が持徴的である。一方

ものである。CO吸入実験に際しての腎の形熊的変化　　　Co吸入群では硝子勃｝｝纈の出現部f立はP．V．P．1斐与群と

に関する研究は安保⑳，中村⑳，高見⑳，佐野⑭等が　　異り，比較的遺位尿細櫛のしかも細胞藥底寄りの部位

報告しているが，いずれもlllL管の充lfit，拡張殊にマルビ　　　に誌められ，硝子滴の大きさはP．　V　P．投与群に見ら

ギー小体の赤」血球の充満出ML，尿細管細胞の退行性変　　　れたものより小さい。

性が謝められると述べている。澱近高木⑳は，電子鐡　　　従来腎尿細管上1支の所謂硝子滴変憐の成因セこ闘して

微鏡な使用しての契験で，犬の冠状動脈を紬紮し，心　　　は種々の説がある⑤⑥α⑨（¢⑩⑪⑫⑬⑭⑯⑰。腎尿細

筋米梢領域に無酸素症を‘Lぜしめ，糸粒体の変化様相　　　瞥は糸球体濾液中の水約80％を再吸収すると共に薪種

を報告しているが，それによると糸粗体の膨化，藻質　　　の鷺解質，アミノ酸，聴の他の物質をも構1吸収するこ

の淡明化，cristae　mitochondrialesの醗列の乱れカ～　　とは衆知伽II二実であつて，1E常状態において尉li階上

起り，更に進むと糸糧体は漸次縮小し，酸素献乏が更　　　皮が大分子物質を再吸収しうることはすでに組線学的

に進行すると糸粒体の萎縮，藩質の濃縮が起り，謂子　　　に認められている。例えばこの様な現敦をAthrocy一

密度の高い滴状小体，即ち硝子澗の発生することを報　　　tosisと命名されているc即ち尿細簿腔内にある蛋　　’

告している。叉掛札⑳も全様な報告をしているが，い　　　白の＝ロイドが近僚尿細讐上皮において，胞体内に

ずれにしても組織細胞の乏酸索燃変化により糸粒体内　　　摂取され孫lli胞質内に蛮白の小滴となり閏現する。又

に硝予滴の発現することを述べているのであつて，特　　　Gerad－Cardierは分子澱の大きさに従い尿細讐の摂取

に糸粒体が呼吸酵素たるCytochrom　C酸化酵索鍛の　　　部位が異り，分子搬の小さいもの隠ど中枢側で大ぎい

含有簸に窩むことと考え舎せると興味深い。余のCO　　　ものほど遠偉側で摂取されることを発見している。し

吸入実験群においては，CO吸入10日，20日，30日の　　　かして前述の如く高分子膠質液であるP．V．P．を過盤

各群に硝子滴の発生を認め，しかも細胞障霧の増悪す　　　に投与した場合にもHtibner⑥の述べるが如く腎糸球

るに従い著明となる。しかして鷺子顕微鏡像におい　　　体を介して尿細瞥腔内に出現したP，V．P．成分を再吸

て，糸粒体内に電子密度の高い硝子滴物の出現を明ら　　　収してその結果尿細管上皮胞体内に，葡詑のような硝

かにすることが出来る。叉光学顕微鏡的にCO吸入群　　　子滴という形態的変化を示してくるものであって，換

における腎尿細管上皮内硝子滴がP．V．P．群のそれに　　　言すれ幹ズP．V・P・過剰投与に際しての暢搬細管硝子滴

比し小さく見えるのは，耀子顕徴鏡像で認められる如　　　出現は上述の如き骸上皮の再吸収機能ゐ現れ即ち，機

く，電子糟度の高い硝子滴物が，P，　V．　P．投与群に見　　　能九進状態を示すものとみなすことも可能である。

られたように糸粒体全体を占めることがすくなく，小　　　（Addis⑳，　LipPman興，　Rat鼓er⑳，　Randerath⑳，

滴として糸粒体内に存在するからであつて，これは高　　　Terbrtigen⑳）余のP，V．　P，実験群における尿細管上

木⑳，掛札⑳の報告と全様である。　　　　　　　　　　皮の特に糸粒体の主変化は対照群に比し数の増加，腫

　以上の如くP．V．P．投与及びCO吸ム実験において　　　火膨化などを示すものであつて，　CO吸入群の変化と

も硝子滴物の出現を認めたのであるが，いずれも電子　　　対趾的で，かXる点からも機能充進像を思わしむる。

顕微鏡像において糸粒体内に硝子滴物の出現があり，　　　　一一h’　CO　Ut入爽験に際しては，前述した如く腎尿細

更に糸粒体が硝子滴物で充たされてくること，叉殊に　　　管上皮の乏酸素症状態を惹起せしめ，いわば該細胞の

P．V・P．投与群では，正常尿細管上皮では糸粒体に殆　　　機能障審乃至低下の状態に陥入らしめ，かエる状態に

んど欠けたapical　ce11　zone，　intramediate　cell　　おいて硝『F・滴物の出現を発生したものと考えられる訳

zoneに硝子滴を形成した糸粒体が増加し，このこと　　　である。（Baehr⑫，　Fahr⑭）余のCO吸入爽験群に

は光学顕微鏡所見からも明らかにされる。このような　　　おいては，吸入期間が畏くなるにつれて尿細管上皮の

所見からして硝子滴物形成機転の上に糸粒体が直棲関　　　特に糸粒体の変化はP・V．P．投与群と対趾的に萎縮，

与しているものと考えられる。た黛余のP．V・P．投与　　　不規則変形が現れ，更には糸粒体の崩解が見られるよ

及びCO吸入爽験群における硝子滴出現陳には両春の　　　うになり，高木⑳の記載にあるが如く細胞機能の低下

間に多少の趣を異にするものがある。即ちP・V・P投　　　の状態を示すと考えたい。安保⑳，中村⑳，高見⑳，
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佐野⑭等もco吸膜験酬加おいて腎尿糸謄」、皮の　　　　文献
機能低下の出現を報告している。　　　　　　　　　　　①Kainei，　S・：Med・J・Schinshu　Univ・3；179・1958・

　以上のことから腎尿細管上皮には，機能充進と低下　　　②Pease，　D，　C．：A皿．　J．　Anat・87；349，1950．

という相反する細胞機能状休において，従来硝子滴と　　③高木．：綜合医学．14；7，1957・　④日笠・：澱新医

して取扱はれてぎたものが発現しうるということにな　　　学．6；1］，1951，　（聾．Htibner，　G・：Beiter・Path・

る。か通硝子滴物の出9Le－）．，広い意味で硝子滴変tlli　A・・t．122・；　106，19bO・④Allenl　A・C・：Am・J・

として取扱われている。元来変性とは生活体を構成し　　　Med．18；277，1955・　　⑦Davles・J・：Am・J・

ている繍包の生理的物質代1alの障害が起り，その機能　A・・t．94；45，1954・⑧Altm・n，　H・W・：Hdb・

の減弱乃至消失と共tlt現れてきた形態的変化であつて　　　Allg．　Path．　Bd・11！1，1955・　⑨Miller・鼠含⑤

所調退行i生病変の範疇に1鰯さしむるものである。しか　　磁b聡r，G．より引用・　　⑩（）liver・J・：J・Exp・

し硝子滴物の出現は．1，：述の如く必らずしも機能低下・　　Med。93；605，1951・　⑭Rhodin，」・：⑫Gansler・

に限らず・正常乃至機能充進状態においても出現しう　　H，より引用，　⑫Gansler，　H．：Schweiz，　ZSchr．

るということになる。かkる見地から矢儲⑯⑳は硝子　　　Allg，　Path．　Bakt．191217，1956・　⑲Zollinger，

滴症なる用語を用いている。　　　　　　　　　　　　　H．U．：Schweiz，　Zschr・Path・14；373・：L95　1・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭Rttttirnan，　A．：schweiz．　zschr、　Path．13；146，

　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　　　　　　1．950．　　⑯Tr弧nckner，　K，：Zschr．　EXper．　Med．

　家兎にP．V．P、投与及びCO吸入実験を行なつて，　　　123；101，1954，　⑯坂口．：綜合鷹単．16；3，ユ959・

幣尿細管上皮に所謂硝子滴変性を生ぜしめ，硝子満の，　⑰R6uiller，　C，：⑲大島より引用．　　⑱大Eik，：愚新

形成機転について研究を牡い，殊に該上皮糸粒体との　　医学、14；1718，1959．　　　⑲Palade・G・E・：J・

関係について検討し次の如き成績を得た。　　　　　　　lrlistuchern、　Cytochem・1；188，1953・　⑳薄井・：

　1）　P，V、　P．投与及びCO吸入家兎のいずれにも幣　　　綜禽臨床，8i138，】959・　⑳坂口・：診断と冶虻涛・39；

尿細管上皮に硝子滴の出現を認めた。　　　　　　　　　12，1951、　⑳安保，：H病会誌．31；108，1941．

　2）P．V．P．投与群では好んで糸ヨ球体近位尿細瞥上　　　⑱中村．：日病会誌．31；118，1941・　⑭高見・：岡蒲

皮の管腔審りに出現し，投与后101ヨ群を頂点として20　　会詰＆．31；123，1941，　⑳高木・1日病会誌・45；489，

日群，30日群と漸減した。　　　　　　　　　　　　　　1956，　⑳掛札．；日病会誌。46；901，X957．

　3）CO吸入群では，硝子滴は比較的遠位尿細管上　　　⑳Add｛s，　H・：Arch・Int・Med・88；336・195L

皮にも出現し，上皮基底部近くに位楓し，P・V．P．投　　　⑱Lippman，　D。：J．　Exp．　Med．93：325，1951．

与群に比し微細であv）te　o・　　　　　　　　　　　　⑳Rather，1〈，　；J．　Exp．　Med．87；163，　i948．

1　4）Weigert氏線維索染色で濃寄紫色に染る硝子滴　　　⑳Randerath，　E・；Beiter．　Path・Anat・95；4◎3，

，を，Heidenhain氏鉄Haematoxylin染色及び電子顕　　　ユ935・　　⑳Terbrtigen，　A・：Beiter・Path・Anat・

微鏡標本所見から詳細に．検討して，就中，電子顕微鏡　　　86；235，193L　　　⑲Baehr・G・：Baiter・Path・

像から糸粒体内にOsmophiUcの硝子滴小体が田現　　　Anat・56；1，1913・　⑳Fahr，　T・：Handbuch・d・

　し，更に糸粒体が該物質で充満されていくのを知り，　　Spez．　Path．　Anat，　HistoL　v◎n　Henke・・Lubarsch．

本実験における硝子滴形成機転の上に糸粒体がi接関　　6／1，1934．　⑳佐野．：臼病会誌。34；371，1941．

与しているものと考える。　　　　　　　　　　　　　　⑳矢島。綜合医学、10；65，1953．　　⑳矢島．：日病

　’5）　P．　V，P．投与群における硝子滴出現が，本来の　　　会誌・41；258，1953・

該上皮機能によるP・V・P・再吸収に由来するものであ

　り，他方CO吸入群におけるそれが該上皮の乏酸素症

性機能障審によりもたらされたものとすれば、従来硝

子滴変性と呼ばれて来たものエ中には，該細胞の機能

障霧乃至は低下を示すほかに，・本来の機能の充進像と

　みなすべきものX存在が指摘される。’

　（稿を終わるに臨み，御指導と御校閲を賜った石井

善一郎教授，並びに現岩手医科大学矢川寛一教授に深

甚なる謝意を衷する。又御協力を戴いte　eg－…病理学教

室諸兄に感謝申上げるo）


